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１．はじめに  

 都市高速道路などでは，車両の走行安全性の向上，沿道環境の改善対策の一つとして排水性舗装が採用されるよ

うになってきている．名古屋高速道路では，供用後 15～20 年程度経過した路線に対し通行止めによる集中的な舗装

補修工事を実施している．その舗装補修工事対象区間のコンクリ－ト床版上では，防水層が施工されていないため，

通行止め期間中の舗装補修工事において防水層と排水性舗装を短期間にて施工することが必要となる． 

本検討では，舗装補修工事によるコンクリ－ト床版上の防水層の選定にあたり，施工性や経済性の観点から水密

性に優れている薄層砕石マスチックアスファルト（以下，薄層ＳＭＡ）に着目した．不透水層としての薄層ＳＭＡ

は水密性を十分に確保する必要があり，施工方法がその良否を左右することが多く 1)，施工機械の選定および適切

な施工管理が重要となる．そこで，薄層ＳＭＡについて，適切な施工方法の確認を目的として試験施工を実施した

ので，この結果を報告する． 

２．舗装構成  

 既設のコンクリ－ト床版上の舗装構成は，表層を 30mm， 

基層は床版不陸の影響を考慮して 50mm の合計 80mm の舗 

装厚としており防水層の施工は行われていない． 

 そこで，舗装補修断面としては，残存する基層混合物の       

最大粒径が 20mm であることから基層 30mm を残す 50mm 

切削とし，防水性能を期待した水密性の高い薄層ＳＭＡを 

20mm，排水性舗装を表層として 30mm の合計 50mm とした． 

既設舗装断面と採用する舗装断面を図－１に示す． 

３．試験施工  

（１）試験施工条件                               

 試験施工は，表－１に示す転圧機械および転圧回数の組 

み合わせで実施した．薄層ＳＭＡは，敷均し後短時間に温 

度が低下することが懸念されるため，転圧機械の組合せは， 

混合物が高温である初期転圧時に締固め効果を得ることを 

目的として，Ａパタ－ンには水平振動ロ－ラ，Ｃパタ－ン 

には 25t タイヤロ－ラを使用することとした．使用した薄 

層ＳＭＡの基本配合と性状値を表－２に示す．なお，使用 

混合物には温度低下による施工性を考慮し，中温化技術 2) 

を適用した． 

（２）混合物の温度変化 

 試験施工においてプラント出荷時から転圧完了時までの 

温度測定を行った．各段階での温度は，到着時では 175℃ 

程度，敷均し時では 150℃程度，初期転圧時では 120℃程度， 
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パタ－ン 初期転圧 二次転圧 
Ａ VR1 回無振 VR5 回有振 TR25t 7 回 
Ｂ NR 5 回 TR25t 10 回 
Ｃ TR25t 5 回 NR 3 回 
Ｄ TR10t 5 回 NR 3 回 
Ｅ MR 5 回 TR10t 7 回 
Ｆ MR 5 回 TR25t 7 回 

配合および粒度 性 状 値 
砕石 7 号 62.0 密 度      g/cm3 2.341 
ｽｸﾘ-ﾆﾝｸﾞｽ 9.0 空隙率         % 2.4 

粗 砂 18.0 安定度        kN 9.11 
石 粉 11.0 動的安定度 回/mm 3,440 

植物性繊維 0.3(外割) 透水係数   cm/sec 不透水 

配

合

比 
(%)

改質Ⅱ型ｱｽﾌｧﾙﾄ 7.4 破断ひずみ ×10-3 6.51 
2.36mm      % 42.3   粒

度 0.075mm     % 10.8   

既設舗装断面 舗装補修断面 

切削 50mm 

密粒度アスコン(13) t=30mm

粗粒度アスコン(20) t=50mm

表－１ 転圧機械および転圧回数の組合せ 

排水性舗装(13) t=30mm 

薄層ＳＭＡ(5) t=20mm

既設粗粒度アスコン(20) t=30mm

コンクリ－ト床版 

)
図－１ 既設舗装断面と舗装補修断面 

コンクリ－ト床版 

)

VR;水平振動ﾛ-ﾗ(7t)  NR;ﾀﾝﾃﾞﾑﾛ-ﾗ(7t)  MR;ﾏｶﾀﾞﾑﾛ-ﾗ(10t)  TR;ﾀｲﾔﾛ-ﾗ 

 

表－２ 使用混合物の基本配合と性状値 
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二次転圧時では 70℃程度であった．測定結果より，敷均しから二次 

転圧までの温度低下が約 80℃であり著しい低下が確認された． 

（３）締固め度 

  締固め度は採取コアにより求めた．コア供試体は，縦断方向は 5 

m ごとの 3 箇所，横断方向には舗装端部より 50cm（路肩側）および 

1m（中央側）の位置で合計 6 個採取した． 

締固め度の測定結果は図－２に示すとおりで，Ａパタ－ンおよび 

Ｃパタ－ンの中央側で締固め度 96%以上が得られたが，その他のパ 

タ－ンでは 90～95%程度であった．薄層ＳＭＡの締固めでは，混合 

物が高温域である初期転圧時に水平振動ロ－ラまたは 25t タイヤロ 

－ラによるニ－ディング作用が有効であることが確認された．また， 

全てのパタ－ンにおいて路肩部の締固め度は中央側と比較して劣っ 

ており，端部の締固め度が得られにくいことが確認された． 

（４）透水係数 

 透水係数も締固め度と同一採取コアにて加圧式透水試験により求 

めた．図－３に示した測定結果より，Ａパタ－ンの中央側では， 

1.0×10-7cm/sec 以下の透水係数が得られ，不透水層としての水密性 

を確保することが確認できたが，路肩側では締固め度と同様に中央 

部と比較して劣る結果となった．また，その他のパタ－ンでは， 

1.0×10-5cm/sec 以上の結果となり，不透水層としての信頼性には欠 

けることが確認された． 

 図－４に透水係数と空隙率の関係を示した．透水係数と空隙率の 

間には，相関関係（r=0.9433）があり，透水係数 1.0×10-7cm/sec を満足する空隙率は，3%程度以下であり，水密性

を向上させるためには，設定空隙率を小さくすることが有効であると確認された． 

４．試験施工結果と考察 

 今回実施した試験施工より確認された知見をまとめると，以下のとおりである． 

①舗設厚さが薄い場合には，敷均し後の温度低下が著しいため早期の締固めが必要である． 

②不透水層として水密性を確保するためには，初期転圧では水平振動ロ－ラ（無振１回転圧，有振５回転圧），二次

転圧には 25t タイヤロ－ラ（７回転圧）の組合せが有効であることが確認された．また、試験施工を行った範囲で

は、これ以外の組合せで水密性を確保することができなかった。 

③採取コアによる締固め度および透水係数の測定結果より，舗装端部では中央部と比較して水密性に劣る傾向がみ

られたため舗装端部への防水層の設置が望ましい． 

④空隙率が 3%程度であれば，透水係数 1.0×10-7cm/sec を満足でき，十分な水密性を確保することができると考え

られる． 

５．あとがき 

 試験舗装結果より，薄層ＳＭＡは温度低下対策となる中温化技術の採用ならびに施工機械の組合せおよび温度管

理により所定の水密性を確保できることが確認された． 

 本施工では，切削オーバーレイによる補修工事となることから，所定の舗装厚を確保できるような切削精度の管

理を行うことが重要である． 
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図－２ 締固め度 

図－３ 透水係数 

図－４ 透水係数と空隙率の関係 
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